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株式会社アドバンスドナレッジ研究所の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、令和３年１月 15日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社アドバンスドナレッジ研究所

の株式を取得し、子会社化することについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．株式の取得の理由 

  当社は、「人々の生活環境が豊かになるために貢献する」を経営理念として、建設コンサルタント業界にて、

土質・地質調査試験、非破壊調査試験及び環境調査試験等、幅広い業務をワンストップにて提供しておりま

す。 

  一方、株式会社アドバンスドナレッジ研究所は、熱流体解析ソフトウェアの開発及び気流・温熱環境解析

に関するコンサルティング技術において他社に類を見ない先進性、独自性を有しております。 

  近年、建設業界において、省エネと快適性に関するシミュレーションを設計側に求める事例が増加してお

り、設計の早い段階から熱流体シミュレーションを活用した建築環境の最適化を組み込んだ建築環境の検討

考察が必須のプロセスとなりつつあります。 

  今後も国交省推進の i-Construction をはじめ、デジタル技術やシミュレーション技術の活用促進は継続

的に伸長し、その事業領域の将来性は明るいものと見込まれることから、当社と株式会社アドバンスドナレ

ッジ研究所との技術交流や、当社が手掛ける建設コンサルタント業としての事業展開におけるワンストップ

サービスの拡充等により、高いシナジー効果が期待でき、当社の持続的成長、企業価値の向上に資するもの

と確信しております。 

 

 

２．異動する子会社（株式会社アドバンスドナレッジ研究所）の概要 

（１） 名 称 株式会社アドバンスドナレッジ研究所 

（２） 所 在 地 東京都新宿区住吉町１番 20号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 今井 智之 

（４） 事 業 内 容 熱流体解析ソフトウェア開発、解析技術コンサルティング 

（５） 資 本 金 15百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 10年７月１日 

（７） 大株主及び持株比率 池島 薫 100％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決          算          期 平成 30年１月期 平成 31年１月期 令和２年１月期 

 純 資 産 215百万円 260百万円 340百万円 

 総 資 産 345百万円 416百万円 531百万円 



 売 上 高 267百万円 318百万円 372百万円 

 営 業 利 益 38百万円 63百万円 122百万円 

 経 常 利 益 44百万円 64百万円 122百万円 

 当 期 純 利 益 31百万円 45百万円 80百万円 

 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 池島 薫 

（２） 住 所 東京都新宿区 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 

当社と当該個人の間には記載すべき人的、資本的及び取引関係はありま

せん。 

 

 

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

0株 

（議決権の数：0個） 

（議決権所有割合：0％） 

（２） 取 得 株 式 数 
300株 

（議決権の数：300個） 

（３） 異動後の所有株式数 

300株 

（議決権の数：300個） 

（議決権所有割合：100％） 

※取得価額につきましては、株式取得先との株式譲渡契約における守秘義務を踏まえ、開示を差し控えさせて

いただきます。当該価額につきましては、第三者機関の株価算定をもとに公正なプロセスを経て株式取得先

と交渉により決定しており、公正価額と認識しております。 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 令和３年１月 15日 

（２） 契 約 締 結 日 令和３年１月 18日（予定） 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 令和３年１月 18日（予定） 

 

 

６．今後の見通し 

  本件株式取得による当期業績への影響は、今後、公表すべき事項が生じた場合には速やかに開示いたしま

す。 

 

 

 

以 上 

 

 


